
環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 の 概 要

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 に あ わ せ て 、 地 球 温 暖 化 防 止 や 生 物 多 様 性 保 全 に 効
果 の 高 い 営 農 活 動 に 取 り 組 む 農 業 者 グ ル ー プ 等 に 対 し て 支 援 を 行 い ま す 。

滋 賀 県 版  平 成 ３ １ 年 (２ ０ １ ９ 年 )２ 月

暫 定 版

平 成 ３ １ 年 度 （ ２ ０ １ ９ 年 度 ）

支 援 対 象 と な る 取 組

① 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と カ バ ー ク ロ ッ プ の 作 付

② 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と リ ビ ン グ マ ル チ

④ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 冬 期 湛 水 管 理

⑤ 有 機 農 業 の 取 組

⑥ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 堆 肥 の 投 入

⑦ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 炭 の 投 入

⑧ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と I P M の 実 践 、 畦 畔 の 人 手 除 草 お よ び 長 期 中 干 し

⑨ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 希 少 魚 種 等 保 全 水 田 の 設 置

⑪ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 緩 効 性 肥 料 の 利 用 お よ び 長 期 中 干 し

⑯ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 在 来 草 種 の 草 生 に よ る 天 敵 利 用

⑮ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と Ｉ Ｐ Ｍ の 実 践

⑭ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 水 田 の 生 態 系 に 配 慮 し た 雑 草 管 理

⑬ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 水 田 ビ オ ト ー プ

⑫ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 緩 効 性 肥 料 の 利 用 お よ び 省 耕 起

⑰ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 緩 効 性 肥 料 の 利 用 お よ び 深 耕
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温 ： 地 球 温 暖 化 防 止 に 効 果 の あ る 取 組

生 ： 生 物 多 様 性 保 全 に 効 果 の あ る 取 組

２ ０ １ ９ 年 度 か ら の 主 な 変 更 点
１ ． 一 部 取 組 の 支 援 の 廃 止
２ ． 一 部 取 組 の 交 付 単 価 の 変 更

※ 詳 し く は 1 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

注 ： 取 組 ③ ， ⑩ は 廃 止
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農 業 者
以 外

取 組
農 業 者

・ 世 代 を つ な ぐ 農 村 ま る ご と 保 全 向 上 対 策 の 活 動 組 織
・ 法 ⼈ 化 し て い な い 集 落 営 農  な ど

例 ① 集 落 組 織

取 組
農 業 者

複 数 の 農 業 者 （ 支 援 対 象 活 動 に 取 り 組 む 農 業 者 以 外 を 含 む こ と も 可 ） で 構 成 さ れ 、
グ ル ー プ の 規 約 と 代 表 者 を 定 め 、 口 座 を 開 設 し て い る こ と が 必 要 で す 。

非 取 組
農 業 者

取 組
農 業 者

・ こ だ わ り 米 生 産 部 会
・ 直 売 所 出 荷 組 合  な ど

例 ② ⽣ 産 者 組 織

取 組
農 業 者

な お 、 個 人 農 業 者 も 次 の ① ～ ③ の い ず れ か を 満 た し 、 市 町 が 認 め る 場 合 は 申 請 可 能 で す 。
① 対 象 活 動 の 実 施 面 積 が 、 集 落 の 耕 地 面 積 の 概 ね 1 / 2 以 上 ま た は 全 国 の 農 業 集 落 の 平 均 耕
地 面 積 の 概 ね 1 / 2 以 上 （ 土 地 利 用 型 作 物 以 外 の 作 物 は そ れ ぞ れ ２ 割 以 上 ） と な る 場 合
② 将 来 的 な 団 体 化 を 目 標 に 、 他 の 農 業 者 と 連 携 し て 環 境 保 全 型 農 業 の 取 組 を 広 げ る 活 動 （ 後
述 ） を 行 う 場 合
③ 複 数 の 農 業 者 で 構 成 さ れ る 法 人 の 場 合 （ 例 ： 集 落 営 農 型 法 人 な ど ）

１ ． 農 業 者 グ ル ー プ で の 申 請

Ⅰ  支 援 対 象 者

販 売 を 目 的 と し て 生 産 を 行 う 農 業 者 の グ ル ー プ 等 が 支 援 の 対 象 と な り ま す 。

Ⅱ  支 援 要 件 等

１

③ 草 生 栽 培 、 ⑩ バ ン カ ー プ ラ ン ツ の 植 栽 は 支 援 の 対 象 外 と な り ま し た 。

・ 国 際 水 準 Ｇ Ａ Ｐ （ G o o d A gri c ult ur al Pr a cti c e ： 農 業 生 産 工 程 管 理 ） と は 、
① 食 品 安 全 、 ② 環 境 保 全 、 ③ 労 働 安 全 、 ④ 人 権 保 護 、 ⑤ 農 業 経 営 管 理 の
５ つ の 項 目 に 関 す る 取 組 で す 。

・ 指 導 や 研 修 に 基 づ く 取 組 の 実 践 で 、 認 証 取 得 を 求 め る も の で は あ り ま せ ん 。

・ 詳 細 は 、 担 当 窓 口 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

① 一 部 取 組 の 支 援 の 廃 止

国 際 水 準 Ｇ Ａ Ｐ に 取 り 組 む こ と が 要 件 で す

② リ ビ ン グ マ ル チ の 交 付 単 価 が 、 7, 8 0 0 円 / 1 0 aに な り ま し た 。
な お 、 「 小 麦 ・ 大 麦 ・ イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の 種 子 」 を 使 用 す る 場 合 の
交 付 単 価 に 変 更 は あ り ま せ ん 。

② 一 部 取 組 の 交 付 単 価 の 変 更



環 境 こ だ わ り 農 産 物 に つ い て
＜ 栽 培 基 準 ＞
・ 化 学 合 成 農 薬 お よ び 化 学 肥 料 の 使 用 量 を 慣 行 の ５ 割 以 下 に 削 減 し ま す 。
・ 「 水 田 か ら の 濁 水 の 流 出 防 止 」 な ど 、 琵 琶 湖 を は じ め と す る 環 境 へ の 負 荷 を 削 減 す る 技 術 を 実 践
し ま す 。
・ 堆 肥 そ の 他 の 有 機 質 資 材 を 使 用 す る 場 合 、 施 用 基 準 に 従 っ て 適 正 に 使 用 し ま す 。
・ 農 薬 を 使 用 す る 場 合 は 、 原 則 と し て 県 が 定 め る 「 農 作 物 病 害 虫 雑 草 防 除 基 準 」 の 登 載 農 薬 を 適 正
に 使 用 し ま す （ 「 滋 賀 県  農 作 物 病 害 虫 雑 草 防 除 基 準 」 で 検 索 し て く だ さ い 。 ）

＜ 認 証 制 度 ＞
・ 生 産 計 画 を 農 作 物 、 作 型 等 ご と に 定 め る 期 間 に 県 （ 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課 ） へ 提 出 し 、
認 定 を 受 け ま す 。
・ 生 産 計 画 に 基 づ き 栽 培 を 行 い ま す （ ほ 場 看 板 の 設 置 、 生 産 記 録 の 記 帳 を あ わ せ て 実 施 ） 。
・ 収 穫 前 に 農 産 物 の 認 証 申 請 を 行 い 、 生 産 記 録 の 審 査 や 現 地 確 認 の 結 果 、 適 正 で あ れ ば 認 証 さ れ
ま す 。
・ 認 証 マ ー ク を 表 示 し て 出 荷 ・ 販 売 を 行 う こ と が で き ま す 。
・ 販 売 が 終 わ れ ば 実 績 報 告 （ 出 荷 販 売 記 録 、 マ ー ク 管 理 台 帳 写 し な ど を 提 出 ） を 行 い ま す 。

詳 細 は 最 寄 り の 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

≪ 留 意 事 項 ≫
・  予 算 の 配 分 は 、 全 国 共 通 取 組 が 地 域 特 認 取 組 よ り 優 先 さ れ ま す 。
・  取 組 規 模 が 予 算 額 を 上 回 っ た 場 合 は 、 交 付 単 価 が 減 額 調 整 さ れ る こ と が あ り ま す 。
・  農 業 振 興 地 域 内 の 農 地 で 行 わ れ る 取 組 が 交 付 金 の 対 象 と な り ま す 。
・  交 付 金 は 、 取 組 面 積 に 応 じ て 交 付 さ れ ま す 。 取 組 面 積 は 畦 畔 を 除 い た 実 際 の 作 付 面 積 で す 。
・ 「 水 稲 」 で 対 象 と な る 作 物 に は 、 飼 料 用 米 、 米 粉 用 米 、 W C S 等 を 含 み ま す （ 有 機 農 業 を 除 く ） 。
・  中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 に 取 り 組 ま れ て い る 集 落 に お い て 、 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金
で 取 り 組 む 行 為 （ た と え ば カ バ ー ク ロ ッ プ 、 冬 期 湛 水 管 理 、 堆 肥 の 施 用 な ど ） を 集 落 協 定 の 「 多 面 的
機 能 の 増 進 に つ な が る 活 動 」 と し て 選 択 し て い る 場 合 は 、 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 の 申 請
は で き ま せ ん 。 た だ し 、 集 落 協 定 の 取 組 を 変 更 す れ ば 申 請 は 可 能 と な り ま す 。
・  中 山 間 地 域 に お い て は 、 「 推 進 活 動 」 が 免 除 さ れ る 場 合 が あ り ま す （ 詳 し く は お 問 い 合 わ せ く だ さ い ） 。

２

農 業 者 グ ル ー プ 等 で 、 「 環 境 保 全 型 農 業 の 技 術 向 上 に 関 す る 活 動 」 、 「 環 境 保 全 型
農 業 の 理 解 増 進 や 普 及 に 関 す る 活 動 」 、 「 環 境 保 全 型 農 業 で 生 産 さ れ た 農 産 物 の 販
売 促 進 に 関 す る 活 動 」 等 か ら い ず れ か １ つ 以 上 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で す 。

活 動 内 容 の 例

○ 環 境 保 全 型 農 業 の 技 術 向 上 に 関 す る 活 動
環 境 保 全 型 農 業 に 関 す る 検 討 会 の 開 催 、 技 術 マ ニ ュ ア ル や 普 及 啓 発 資 料 の 作 成 ・ 配 布 、
環 境 保 全 型 農 業 の 実 証 ・ 調 査 、 先 駆 的 農 業 者 等 に よ る 技 術 指 導 、 環 境 保 全 型 農 業 に か か る
共 通 技 術 の 導 入 や 共 同 防 除 の 実 施

○ 環 境 保 全 型 農 業 の 理 解 増 進 や 普 及 に 関 す る 活 動

地 域 住 民 と の 交 流 会 の 開 催 、 土 壌 分 析 や 生 き 物 調 査 等 の 実 施 、 先 進 的 取 組 の ほ 場 へ の 標 示

○ 環 境 保 全 型 農 業 で 生 産 さ れ た 農 産 物 の 販 売 促 進 に 関 す る 活 動

流 通 ・ 販 売 業 者 や 消 費 者 等 と の 意 見 交 換 会 の 開 催 や 商 談 会 へ の 出 展 、 農 業 者 団 体 等 に お け る
商 品 開 発 や 共 同 ブ ラ ン ド ・ マ ー ク を 活 用 し た 販 売 、 農 業 者 団 体 等 の 構 成 員 の 連 携 に よ る 直 売

○ そ の 他

耕 作 放 棄 地 を 復 旧 し 、 当 該 農 地 に お い て 環 境 保 全 型 農 業 を 実 施  な ど

２ ． 環 境 保 全 型 農 業 の 取 組 を 広 げ る 活 動 （ 推 進 活 動 ）



□  購 入 伝 票 等 に よ り 標 準 播 種 量 以 上 に 播 種 し た こ と
が 確 実 と 認 め ら れ る こ と

□  適 正 な 栽 培 管 理 を 行 っ た 上 で 、 子 実 の 収 穫 を 行 わ
ず 、 全 て の 地 上 部 を 土 壌 に 還 元 す る こ と

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

Ⅲ  支 援 対 象 と な る
取 組 ・ 作 物

交 付 単 価

8, 0 0 0 円 / 1 0 a
ヒ エ の 種 子 を 使 用 す る 場 合 は

7, 0 0 0 円 / 1 0 a

１
環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

カ バ ー ク ロ ッ プ の 作 付 を 組 み 合 わ せ た 取 組

全
作
物

２
環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

リ ビ ン グ マ ル チ を 組 み 合 わ せ た 取 組

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫
□  購 入 伝 票 等 に よ り 標 準 播 種 量 以 上 に 播 種 し た こ と
が 確 実 と 認 め ら れ る こ と

□  適 正 な 栽 培 管 理 を 行 っ た 上 で 、 子 実 の 収 穫 を 行 わ
ず 、 全 て の 地 上 部 を 土 壌 に 還 元 す る こ と

「 リ ビ ン グ マ ル チ 」
作 物 の 畝 間 に 麦 類 や 牧 草 等 を 作 付 け る 取 組 で す 。
県 内 で は 、 大 豆 畑 に 小 麦 を 、 カ ボ チ ャ 畑 に エ ン 麦 を 作 付 け る 事 例 が あ り ま す 。

「 カ バ ー ク ロ ッ プ の 作 付 」
環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 の 前 後 い ず れ か に レ ン ゲ や ヘ ア リ ー ベ ッ チ な ど 緑 肥 等 を 作 付 け る
（ 春 夏 播 き は 概 ね  ２ か 月 以 上 、 秋 冬 播 き は 概 ね  ４ か 月 以 上 ） 取 組 で す 。

温 ：  地 球 温 暖 化 防 止 に 効 果 の あ る 取 組

生 ：  生 物 多 様 性 保 全 に 効 果 の あ る 取 組

温

温

交 付 単 価

7, 8 0 0 円 / 1 0 a
小 麦 ・ 大 麦 ・ イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス の

種 子 を 使 用 す る 場 合 は
5, 0 0 0 円 / 1 0 a

全
作
物

全 国 ：  全 国 共 通 取 組  特 認 ：  地 域 特 認 取 組

全 国

特 認

□  ２ か 月 以 上 の 湛 水 期 間 を 確 保 す
る た め の 適 切 な 取 水 措 置 、 漏 水
防 止 措 置 が 講 じ ら れ て い る こ と

□  市 町 等 が 作 成 し た 地 域 の 生 物
多 様 性 保 全 に 関 す る 計 画 に 則
し た 取 組 で あ る こ と

「 冬 期 湛 水 管 理 」
冬 の 期 間 、 水 田 に 水 を 張 る 取 組 で す 。
２ か 月 以 上 の 湛 水 状 態 の 期 間 を 確 保 す る 必 要 が あ り ま す 。

交 付 単 価

8, 0 0 0 円 / 1 0 a
① 畦 補 強 等 を 行 わ な い 場 合 は

7, 0 0 0 円 / 1 0 a

② 冬 期 湛 水 の た め の 有 機 質 肥 料 の 購 入 ・
投 入 実 態 が な い 場 合 は

5, 0 0 0 円 / 1 0 a
① 、 ② の 両 方 に 該 当 す る 場 合 は

4, 0 0 0 円 / 1 0 a

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

す
る
作
物

水
田
で
栽
培４

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

冬 期 湛 水 管 理 を 組 み 合 わ せ た 取 組

生特 認

３



４

交 付 単 価

4, 4 0 0 円 / 1 0 a
環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

堆 肥 の 投 入 を 組 み 合 わ せ た 取 組

全
作
物

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫
□  購 入 伝 票 等 に よ り 、 標 準 量 以 上 の 投 入 を 行 っ た こ と が 確 実 と 認 め ら れ る こ と
□  Ｃ ／ Ｎ 比 が １ ０ 以 上 の 堆 肥 ※ で あ っ て 腐 熟 し た も の を 使 用 す る こ と
注 ） ※ 一 般 的 に 牛 糞 堆 肥 は 対 象 と な る が 、 鶏 糞 堆 肥 は 対 象 外 と な る

※ 自 家 製 造 堆 肥 や 無 償 で 入 手 し た 堆 肥 に つ い て も 、 Ｃ ／ Ｎ 比 が １ ０ 以 上 と
確 認 で き れ ば 対 象 と な る

□  環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 前 後 い ず れ か に 堆 肥 を 投 入 し て い る こ と
□  土 壌 診 断 を 実 施 し た 上 で 、 適 切 な 堆 肥 の 施 用 を 行 う こ と

６

「 堆 肥 の 施 用 」
水 稲 は  お お む ね １ ｔ / 1 0 a 以 上 、 水 稲 以 外 は  お お む ね １ ． ５ ｔ / 1 0 a 以 上 の 堆 肥 を 投 入 す る 取 組 で
す 。 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 前 後 い ず れ か に 堆 肥 を 施 用 し ま す 。

温全 国

□  化 学 肥 料 ・ 農 薬 を 使 用 し て い な い こ と （ 使 用 可 能 な 資 材 に つ い て の 特 例 あ り ）
□  遺 伝 子 組 換 え 技 術 を 利 用 し な い こ と

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

交 付 単 価

8, 0 0 0 円 / 1 0 a
そ ば 等 雑 穀 、 飼 料 作 物 は

3, 0 0 0 円 / 1 0 a

５ 有 機 農 業 の 取 組
（ 化 学 肥 料 、 農 薬 を 使 用 し な い 取 組 ）

全
作
物

生 産 し た 農 産 物 に つ い て 「 有 機 農 産 物 」 等 と 表 示 す る 場 合 に は 、
別 途 、 有 機 Ｊ Ａ Ｓ  の 認 定 を 取 得 す る 必 要 が あ り ま す の で ご 注 意 下 さ い 。

注

温 生全 国

□  購 入 伝 票 等 に よ り 標 準 量 （ 5 0 0 ㍑ / 1 0 a ま た は 5 0 ㎏ / 1 0 a ）
以 上 の 炭 （ 植 物 由 来 で 、 か つ 購 入 し た も の ） を 投 入 し た
こ と が 確 実 と 認 め ら れ る こ と

□  環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 前 後 い ず れ か に 炭 を 投 入 し て
い る こ と

「 炭 の 投 入 」
環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 の 前 後 い ず れ か に 、 5 0 0 ㍑ / 1 0 a 以 上 あ る い は 5 0 ㎏ / 1 0 a 以 上 の 炭
（ 木 炭 、 竹 炭 、 籾 殻 く ん 炭 な ど の 植 物 を 炭 化 し て 製 造 し た 炭 ） を ほ 場 に 投 入 す る 取 組 で す 。
県 内 で は 、 水 稲 や 大 豆 栽 培 で 集 団 で の 取 組 事 例 が あ り ま す 。

交 付 単 価

5, 0 0 0 円 / 1 0 a

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

炭 の 投 入 を 組 み 合 わ せ た 取 組

全
作
物７

温特 認



９
環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

希 少 魚 種 等 保 全 水 田 の 設 置 を 組 み 合 わ せ た 取 組

交 付 単 価

3, 0 0 0 円 / 1 0 a

水
稲

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫
□  魚 の 遡 上 時 の 排 水 口 の 堰 板 操 作 、
飼 養 時 の 適 切 な 水 管 理 、 放 流 時 の
溝 切 り 等 が 行 わ れ て い る こ と

「 希 少 魚 種 等 保 全 水 田 の 設 置 」
「 魚 の ゆ り か ご 水 田 」 な ど 、 水 田 を 魚 類 等 が 遡 上 し 繁 殖 可 能 な 状 態 に 管 理 す る 取 組 で す 。

生特 認

「 長 期 中 干 し 」 を 実 施 す る た め 「 溝 切 り 」 を 原 則 行 い ま す 。
（ ９ ～ １ １ ペ ー ジ の 水 稲 のI P M に つ い て の 技 術 資 料 を 参 照 し て く だ さ い ）

交 付 単 価

4, 0 0 0 円 / 1 0 a

□  滋 賀 県 水 稲Ｉ Ｐ Ｍ 実 践 指 標 （ ９ ペ ー ジ 参 照 ） の う ち ８ 項 目 以 上 を
実 践 し て い る こ と

□  畦 畔 除 草 は 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 草 刈 機 な ど に よ り 概 ね ４ 回 以 上 行 っ て い る こ と
□  中 干 し は 生 育 中 期 に １ 本 ／ 1 0 a 以 上 の 溝 切 り を 原 則 と し て 行 い ※ 、 １ ４ 日 以 上 実 施
し て い る こ と
注 ） ※ ほ 場 条 件 な ど に よ っ て 溝 切 り を 必 須 と し な い 場 合 は 証 明 書 類 を 添 付

８

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と I P Mの 実 践 、 畦 畔 の
人 手 除 草 お よ び 長 期 中 干 し を 組 み 合 わ せ た 取 組

世 代 を つ な ぐ 農 村 ま る ご と 保 全 向 上 対 策 の 取 組 集 落 で 草 刈 経 費 が
農 業 者 に 支 払 わ れ て い る 場 合 は 対 象 外 と な り ま す 。

水
稲

注

生温特 認

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

「 緩 効 性 肥 料 」
有 機 質 由 来 を 除 く 窒 素 成 分 で ４ ０ ％ 以 上 の 緩 効 性 成 分 を 含 有 す る 肥 料 。

本 田 の み に 施 用 す る 肥 料 に 適 用 し 、 育 苗 段 階 の 施 肥 に は 適 用 し ま せ ん 。

□  環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 栽 培 基 準 に 定 め る 化 学 肥 料 の 窒 素 成 分 量 の 範 囲 内 に
お い て 、 概 ね 全 量 を 緩 効 性 肥 料 で 施 用 す る こ と

□ 中 干 し は 生 育 中 期 に １ 本 ／ 1 0 a 以 上 の 溝 切 り を 原 則 と し て 行 い ※ 、 １ ４ 日 以 上 実 施
し て い る こ と
注 ） ※ ほ 場 条 件 な ど に よ っ て 溝 切 り を 必 須 と し な い 場 合 は 証 明 書 類 を 添 付

交 付 単 価

4, 0 0 0 円 / 1 0 a
環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 緩 効 性 肥 料 の
利 用 お よ び 長 期 中 干 し を 組 み 合 わ せ た 取 組

水
稲

「 長 期 中 干 し 」 を 実 施 す る た め 「 溝 切 り 」 を 原 則 行 い ま す 。
（ １ ０ ～ １ １ ペ ー ジ の 長 期 中 干 し に つ い て の 技 術 資 料 を 参 照 し て く だ さ い ）

温特 認

５

1 1



６

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

「 緩 効 性 肥 料 」 前 項 ⑪ を 参 照 し て く だ さ い 。

□  環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 栽 培 基 準 に 定 め る 化 学 肥 料 の 窒 素 成 分 量 の 範 囲 内 に
お い て 、 大 豆 は 概 ね 全 量 、 露 地 野 菜 は ７ ０ ％ 以 上 を 緩 効 性 肥 料 で 施 用 す る こ と

□  大 豆 は 狭 条 無 中 耕 ・ 無 培 土 栽 培 （ 狭 畦 密 播 栽 培 ） を 行 う こ と
→ 播 種 の 目 安 ： 条 間 3 0 ～ 4 5 ㎝ 、 株 間 1 0 ～ 2 0 ㎝

□  露 地 野 菜 は 省 耕 起 が 可 能 な ロ ー タ リ ー を 用 い て 耕 耘 と う ね 立 て を １ 工 程 で 行 う
こ と

交 付 単 価

① 4, 0 0 0 円 / 1 0 a
② 8, 0 0 0 円 / 1 0 a

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 緩 効 性 肥 料 の
利 用 お よ び 省 耕 起 を 組 み 合 わ せ た 取 組

① 大 豆

② 露 地 野 菜

「 省 耕 起 」
大 豆 は 狭 条 無 中 耕 ・ 無 培 土 栽 培 （ 狭 畦 密 播 栽 培 ） を 実 施 し ま す 。

露 地 野 菜 は 専 用 の ロ ー タ リ ー に よ る 耕 耘 同 時 う ね 立 て を 実 施 し ま す 。

温特 認

交 付 単 価

4, 0 0 0 円 / 1 0 a
作 溝 作 業 を 実 施 し な い 場 合 は

3, 0 0 0 円 / 1 0 a

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

水 田 ビ オ ト ー プ を 組 み 合 わ せ た 取 組

水
稲

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫
□  幅 3 0 c m ～ 6 0 c m 、 深 さ 1 0 c m ～ 2 0 c m 、 1 0 a 当 た り 長 さ 1 0 m   

以 上 の 栽 培 期 間 中 湛 水 状 態 が 保 て る ビ オ ト ー プ を 設 置
し て い る こ と

「 水 田 ビ オ ト ー プ 」
水 生 動 物 が 生 息 で き る よ う に 、 ほ 場 内 に 波 板 や ト ラ ク タ ー 等 で 溝 （ 水 路 ） を 設 置 し
栽 培 期 間 中 湛 水 状 態 を 保 つ 取 組 で す 。

世 代 を つ な ぐ 農 村 ま る ご と 保 全 向 上 対 策 の 取 組 集 落 で 「 ビ オ ト ー プ （ 小 溝 の 設 置 〔 水 田
内 〕 ） 」 の 経 費 が 農 業 者 に 支 払 わ れ て い る 場 合 は 対 象 外 と な り ま す 。注

片 側 培 土 板 を
使 用 す る 例

波 板 を 使 用
す る 例

片 側 培 土 板 を １ つ 装 着

波 板 を 押 し 込 む

設 置 例
畦 畔  ３ ０ ｃ ｍ 本 田

１ ０ ｃ ｍ

畦 畔  ３ ０ ｃ ｍ

本 田

１ ０ ｃ ｍ

波 板

断 面 図

生特 認

1 2

1 3



７

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 水 田 の 生 態 系 に
配 慮 し た 雑 草 管 理 を 組 み 合 わ せ た 取 組

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫
□  畦 畔 除 草 は 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 草 刈 機 な ど に よ り 概 ね ４ 回 以 上
行 っ て い る こ と

□  本 田 除 草 は 、 (独 )農 林 水 産 消 費 安 全 技 術 セ ン タ ー の 「 水 産 動 植 物
へ の 影 響 に 係 る 使 用 上 の 注 意 事 項 （ 製 剤 別 一 覧 ） 」 で 、 水 産 動 植
物 （ 魚 類 、 甲 殻 類 ） に 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ の な い 除 草 剤 を １ 回 以 内
の 散 布 と し 、 概 ね ４ 回 以 上 抜 き 取 り 作 業 を し て い る こ と

□  滋 賀 県 水 稲Ｉ Ｐ Ｍ 実 践 指 標 （ ９ ペ ー ジ 参 照 ） の う ち ８ 項 目 以 上 を
実 践 し て い る こ と

「 水 田 の 生 態 系 に 配 慮 し た 雑 草 管 理 」
水 田 内 の 雑 草 は 、 水 産 動 植 物 （ 魚 類 、 甲 殻 類 ） に 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ の な い 除 草 剤 １ 回 以 内 の
散 布 と し 、 抜 き 取 り で 管 理 す る と と も に 、 畦 畔 の 雑 草 は 、 除 草 剤 を 使 わ ず 、 草 刈 機 な ど に よ り
管 理 す る 取 組 で す 。

世 代 を つ な ぐ 農 村 ま る ご と 保 全 向 上 対 策 の 取 組 集 落 で 、
草 刈 経 費 が 農 業 者 に 支 払 わ れ て い る 場 合 は 対 象 外 と な り ま す 。注

生特 認

交 付 単 価

4, 0 0 0 円 / 1 0 a

水
稲

交 付 単 価

① 4, 0 0 0 円 / 1 0 a
② 8, 0 0 0 円 / 1 0 a

□  ほ 場 周 辺 は 、 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 草 刈 機 な ど に よ り
概 ね ４ 回 以 上 の 除 草 作 業 を 行 っ て い る こ と

□ I P M 実 践 指 標 の 必 須 項 目 に あ る 主 要 害 虫 対 策 と し て 、 天 敵 に 影 響 の 少 な い

「 フ ェ ロ モ ン 剤 」 、 B T 剤 な ど の 「 生 物 農 薬 」 、 「I G R 剤 」 、 「 有 機 農 産 物 の 日 本 農 林
規 格 別 表 ２ の 農 薬 ※ 」 の い ず れ か １ つ 以 上 を 用 い て 適 切 に 防 除 し て い る こ と

□ I P M 実 践 指 標 の 必 須 項 目 と 選 択 項 目 を 合 わ せ て ８ 項 目 以 上 実 践 し て い る こ と
注 ） ※ 別 表 ２ の 農 薬 ・ ・ ・ マ シ ン 油 乳 剤 、 デ ン プ ン 水 和 剤 、 脂 肪 酸 グ リ セ リ ド  乳 剤 、 石 灰 硫 黄 合 剤 、

ミ ル ベ メ ク チ ン 乳 剤 ・ 水 和 剤 、 ス ピ ノ サ ド 水 和 剤 ・ 粒 剤 、 還 元 澱 粉 糖 化 物 液 剤  な ど

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と

I P Mの 実 践 を 組 み 合 わ せ た 取 組
① 大 豆 ・ 小 豆 ・ 露 地 野 菜

② 施 設 野 菜 ・ 果 樹 ・ 茶

「 ＩＰ Ｍ の 実 践 」
滋 賀 県Ｉ Ｐ Ｍ 実 践 指 標 （ １ ２ ～ １ ６ ペ ー ジ ） の 必 須 項 目 に 基 づ き 、 ほ 場 周 辺 の 除 草 作 業 お よ び 主 要
害 虫 の 防 除 を 実 施 す る と と も に 、 選 択 項 目 も 合 わ せ て ８ 項 目 以 上 実 践 す る 取 組 で す 。

世 代 を つ な ぐ 農 村 ま る ご と 保 全 向 上 対 策 の 取 組 集 落 で
草 刈 経 費 が 農 業 者 に 支 払 わ れ て い る 場 合 は 対 象 外 と な り ま す 。注

生特 認
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８

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫
□  環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 栽 培 基 準 に 定 め る 化 学 肥 料 の 窒 素 成 分 量 の 範 囲 内 に
お い て 、 6 5 ％ 以 上 を 緩 効 性 肥 料 で 施 用 す る こ と

□  樹 冠 下 へ は 緩 効 性 肥 料 の 概 ね 全 量 を 施 肥 す る こ と
□  深 耕 が 可 能 な 機 械 等 で 、 整 せ ん 枝 残 さ が 1 0 c m 以 上 堆 積 し な い よ う に す る こ と

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 緩 効 性 肥 料 の
利 用 お よ び 深 耕 を 組 み 合 わ せ た 取 組

「 深 耕 」
８ ～ ９ 月 に 、 必 要 に 応 じ て う ね 間 の 深 耕 （ 深 さ １ ０ ｃ ｍ 以 上 ） を 実 施 し ま す 。

交 付 単 価

8, 0 0 0 円 / 1 0 a
茶

「 緩 効 性 肥 料 」
有 機 質 由 来 を 除 く 窒 素 成 分 で 5 0 ％ 以 上 の 緩 効 性 成 分 を 含 有 す る 肥 料 を
樹 冠 下 に 施 用 す る 取 組 で す 。

温特 認

交 付 単 価

4, 0 0 0 円 / 1 0 a

≪ チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ≫

環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 生 産 と 在 来 草 種 の 草 生
に よ る 天 敵 利 用 を 組 み 合 わ せ た 取 組

果
樹

「 在 来 草 種 の 草 生 」
果 樹 害 虫 の 土 着 天 敵 が 棲 息 で き る よ う に 、 園 内 に 自 生 す る 下 草 を 高 く 刈 っ て 管 理 す る 取 組 で す 。

□  除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 草 刈 機 な ど に よ る 草 生 の 管 理
（ 草 丈 ： 1 0 ～ 4 0 c m ） を ４ 回 以 上 実 施 し て い る こ と

□  殺 ダ ニ 剤 の 使 用 は ２ 回 以 内 と し 、 草 刈 機 な ど に よ る
草 生 管 理 の 翌 日 に 行 っ て い る こ と

生特 認
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下 記 の 実 践 指 標 の う ち ８ 項 目 以 上 に 取 り 組 み ま す

Ⅳ  水 稲 の Ｉ Ｐ Ｍ の 実 践 、 畦 畔 の 人 手 除 草 お よ び

長 期 中 干 し  技 術 資 料

（ １ ） Ｉ Ｐ Ｍ の 実 践 に つ い て

９

【 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 用 】

組 織 名

氏 名

そ の 他

　 ② 毎 年 改 善 し 、 で き る 項 目 に は 全 て ○ が 付 く よ う に し ま し ょ う 。

滋 賀 県 　 水 稲 Ｉ Ｐ Ｍ ( 総 合 的 病 害 虫 ･ 雑 草 管 理 ) 実 践 指 標 チ ェ ッ ク シ ー ト

１ ． 評 価 方 法

　 ① 水 稲 作 付 期 間 中 も し く は 収 穫 後 に 、 今 年 度 の 実 施 状 況 を チ ェ ッ ク し て 、 収 穫 後 に ○ の 数 を 数 え て 下 段
　 　 に 合 計 数 を 記 入 し ま す 。

ほ 場 番 号

管 理 項 目 管 　 理 　 ポ 　 イ 　 ン 　 ト
実 施 し た 項
目 に ○ を つ
け る

水 田 及 び
　 周 辺 管 理

不 耕 起 栽 培 を 除 き 、 翌 年 の 雑 草 ・ 病 害 虫 の 発 生 を 抑 制 す る た め に 稲 刈 り 後 に 耕 耘 す る （ 前 年 秋
期 ） 。

秋 期 に 畦 畔 等 の 除 草 を 行 い 、 越 冬 害 虫 の 発 生 密 度 を 低 下 さ せ る 。 た だ し 、 除 草 剤 は 使 用 し な い （ 前
年 秋 期 ） 。

土 壌 診 断 を 受 け 、 必 要 な 資 材 等 を 施 用 す る （ 前 年 秋 期 ） 。

入 水 前 に 、 畦 塗 り 等 を 行 い 、 漏 水 を 防 止 す る 。

育 苗 ・
　 移 植 全 般
雑 草 対 策

い も ち 病 等 の 常 発 地 で は 抵 抗 性 の 強 い 品 種 を 選 定 す る 。

種 子 を 更 新 す る 。

温 湯 消 毒 法 、 微 生 物 農 薬 ま た は 両 法 併 用 で 種 子 消 毒 を 行 う 。

健 苗 育 成 に 努 め 、 病 害 が 発 生 し た 苗 は 早 期 に 処 分 す る 。

代 か き ・ 田 植 え 時 に 落 水 し な い 。

ほ 場 の 均 平 化 を 図 り 、 田 面 を 露 出 さ せ な い よ う に し 、 除 草 剤 は 適 期 に 施 用 す る 。

雑 草 の 多 い 水 田 を 除 き 、 「 初 期 ・ 初 中 期 一 発 剤 」 の み の 除 草 体 系 と す る 。

病 害 虫 対 策 病 害 虫 防 除 所 が 発 表 す る 発 生 予 察 情 報 を 確 認 し 、 防 除 の 参 考 と す る 。

補 植 用 余 剰 苗 は 早 期 に 除 去 、 処 分 す る 。

水 稲 の 出 穂 ２ ～ ３ 週 間 前 と 、 水 稲 の 出 穂 期 に 畦 畔 の 草 刈 り を 実 施 し 、 カ メ ム シ 類 の 密 度 低 下 を 図
る 。

水 田 内 の ヒ エ 等 の イ ネ 科 雑 草 は カ メ ム シ 類 の 棲 息 場 所 と な る の で 、 早 期 に 除 去 す る 。

農 薬 の
　 使 用 全 般

防 除 の 実 施 日 、 実 施 場 所 、 農 薬 の 名 称 、 使 用 量 、 希 釈 倍 数 、 散 布 面 積 、 散 布 方 法 等 を 記 録 す る 。

栽 培 地 域 の 病 害 虫 の 発 生 し や す さ ( い も ち 病 マ ッ プ な ど ) を 参 考 に し 、 病 害 虫 防 除 を 実 施 す る 。

当 該 病 害 虫 ・ 雑 草 に 効 果 の あ る 複 数 の 農 薬 が あ る 場 合 に は 、 低 毒 性 （ 人 畜 毒 性 ・ 魚 毒 性 ） の 薬 剤 を
選 択 す る 。

ほ 場 周 辺 に 農 薬 が 飛 散 し な い よ う 、 風 向 や 散 布 方 法 、 散 布 圧 力 に 注 意 す る 。 ま た 、 飛 散 し に く い 剤
型 を 選 択 す る 。

Ｉ Ｐ Ｍ ( I n t e g r a t e d  P e s t  M a n a g e m e n t の 略 ) と は 、 「 総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 」 と 訳 さ れ て い ま す 。

総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 と は 、 利 用 可 能 な 防 除 技 術 を 経 済 性 も 含 め て 検 討 し 、 病 害 虫 や 雑 草 の 発 生 を 抑 制 す る た め の 手 段 を 総 合
的 に 講 じ る も の で 、 人 の 健 康 に 対 す る リ ス ク と 環 境 へ の 負 荷 を 軽 減 、 あ る い は 最 小 の 水 準 に と ど め る 技 術 の こ と で す 。

同 じ 系 統 の 農 薬 成 分 を 繰 り 返 し 使 用 し な い 。

薬 剤 抵 抗 性 の 病 害 虫 が 確 認 さ れ て い る 地 域 で は 、 当 該 農 薬 を 使 用 し な い 。

十 分 な 薬 効 が 得 ら れ る 範 囲 で 額 縁 防 除 、 ス ポ ッ ト 防 除 等 を 実 施 す る 。

湛 水 状 態 で 農 薬 を 使 用 す る 場 合 は 、 畦 畔 等 か ら の 漏 水 防 止 と 、 散 布 後 １ 週 間 程 度 の 止 水 期 間 を 遵 守
す る 。

環 境 こ だ わ り 農 産 物 を 生 産 す る 。

○ の 数 の 合 計
( ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と )

※ 管 理 ポ イ ン ト の 年 度 は 、 前 年 水 稲 収 穫 後 の 畦 畔 除 草 ・ 耕
耘 等 か ら 始 ま り ま す 。



１ ． 技 術 内 容
（ １ ） 開 始 適 期 ： 茎 数 が 目 標 穂 数 の ８ ０ ％ と な っ た 時 点 （ 表 ）

茎 数 1 5 本

時 期 の 目 安 （ ６ ０ 株 / 坪 平 年 の 天 候 ）
○ 田 植 ５ 月 初 旬 → ６ 月 初 旬 頃 か ら 中 干 し
○ 田 植 ５ 月 １ ５ 日 頃 → ６ 月 上 中 旬 頃 か ら 中 干 し

（ ２ ） 期  間 ： 連 続 し て ２ 週 間 以 上 （ 下 図 ） 。
（ ３ ） 溝 切 り ： １ ０ ａ あ た り １ 本 以 上 の 溝 切 り を 原 則 実 施 。

（ 尻 水 戸 ま で し っ か り つ な ぐ ）
（ ４ ） 土 の 状 態 ： 軽 く ひ び 割 れ 、 足 跡 が つ く 程 度 （ 写 真 ） 。
（ ５ ） 注 意 点
・ 過 度 な 中 干 し は 根 を 傷 め 、 田 の 水 も ち が 悪 く な る
た め 、 大 き な ひ び が 入 ら な い 程 度 に 干 し ま す 。
・ 好 天 が 続 く 場 合 は 、 適 宜 差 し 水 を し ま す 。
・ 所 定 の 生 産 記 録 に 溝 切 り 作 業 日 、 中 干 し 期 間 を 記 入 し ま す 。
・ 砂 質 土 壌 等 で 減 水 深 が ３ ㎝ ／ 日 以 上 と な る ほ 場 な ど 、 溝 切 り を 必 須 と し な い
場 合 も あ り ま す 。 （ 詳 細 は 最 寄 り の 農 業 農 村 振 興 事 務 所 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い ）

図 ． 稲 の 水 管 理 （ コ シ ヒ カ リ ５ 月 １ ０ 日 植 、 栽 植 密 度 ６ ０ 株 で の 平 年 の 目 安 ）

 

田 植
５ 月 １ ０  日

中 干 し 開 始
６ 月 ５ 日

カ ド ミ ウ ム 対 策

水
深 落 水 は

収 穫 ５ 日 前中 干 し

出 穂 期 前 後 ３ 週 間
常 時 湛 水

連 続 ２ 週 間
以 上

５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

中 干  し 終 了
６ 月 1 9 日 以 降

出 穂  期
７ 月 ２ ８ 日 頃

田 植
５ 月 １ ０  日

中 干 し 開 始
６ 月 ５ 日

カ ド ミ ウ ム 対 策

水
深 落 水 は

収 穫 ５ 日 前中 干 し

出 穂 期 前 後 ３ 週 間
常 時 湛 水

連 続 ２ 週 間
以 上

５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

中 干  し 終 了
６ 月 1 9 日 以 降

出 穂  期
７ 月 ２ ８ 日 頃

田 植
５ 月 １ ０  日

中 干 し 開 始
６ 月 ５ 日

カ ド ミ ウ ム 対 策

水
深 落 水 は

収 穫 ５ 日 前中 干 し

出 穂 期 前 後 ３ 週 間
常 時 湛 水

連 続 ２ 週 間
以 上

田 植
５ 月 １ ０  日
田 植

５ 月 １ ０  日
中 干 し 開 始
６ 月 ５ 日

カ ド ミ ウ ム 対 策

水
深 落 水 は

収 穫 ５ 日 前中 干 し

出 穂 期 前 後 ３ 週 間
常 時 湛 水

連 続 ２ 週 間
以 上

カ ド ミ ウ ム 対 策

水
深 落 水 は

収 穫 ５ 日 前中 干 し

出 穂 期 前 後 ３ 週 間
常 時 湛 水

連 続 ２ 週 間
以 上

５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

中 干  し 終 了
６ 月 1 9 日 以 降

出 穂  期
７ 月 ２ ８ 日 頃

５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

中 干  し 終 了
６ 月 1 9 日 以 降

出 穂  期
７ 月 ２ ８ 日 頃

５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月

中 干  し 終 了
６ 月 1 9 日 以 降

出 穂  期
７ 月 ２ ８ 日 頃

湛 水 し て 土 壌 を 還 元 状 態 に す る こ と で 、
カ ド ミ ウ ム が イ ネ に 吸 収 さ れ に く く
な り ま す 。

（ ２ ） 長 期 中 干 し に つ い て

中 干 し 開 始 時 期 の 水 田

中 干 し の 程 度

１ 坪 当 た り の
栽 植 密 度

５ ０ 株  ６ ０ 株  ７ ０ 株

１ 株 当 た り の
茎 数 （ ※ ）

２ １ 本  １ ７ 本  １ ５ 本

表 ． 中 干 し 開 始 の 目 安

※ 目 標 穂 数 を ３ ８ ０ ～ ４ ０ ０ 本 ／ ｍ ２ と し て 、
　 そ の ８ 割 の 茎 数 が 確 保 で き た と き
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２ ． 中 干 し 前 の 作 業
（ １ ） 自 然 落 水 ！

１ ） 中 干 し 前 は 、 強 制 的 に 水 を 落 と す の で は な く 、
自 然 に 水 が 減 る よ う に し て 下 さ い 。

２ ） 水 が 引 く ま で 数 日 か か り ま す 。

（ ２ ） 丁 寧 な 溝 切 り ！
１ ） 溝 切 り は 、 ほ 場 の 外 周 と ５ ～ １ ０ ｍ 間 隔 を 基 本 と し ま す 。
２ ） 収 穫 前 に 乾 き に く い ほ 場 や 水 稲 跡 に 麦 を 栽 培 す る 場 合 は 、
溝 の 本 数 を 増 や し ま す 。

３ ） 溝 と 尻 水 戸 を つ な ぎ ま す 。

３ ． 中 干 し の 効 果
（ １ ） 温 暖 化 低 減 へ の 効 果

１ ） 水 田 に 水 を 張 る と 土 壌 中 の 酸 素 が 少 な く な り 温 室 効 果 ガ ス の
メ タ ン が 発 生 し ま す 。

２ ） 中 干 し 期 間 の 延 長 や 適 期 実 施 に よ り 、
メ タ ン の 発 生 を 抑 制 し ま す 。

（ ２ ） 稲 へ の 効 果
１ ） 土 中 に 酸 素 が 送 り 込 ま れ 、 根 張 り が 良 く な り 、 倒 伏 し に く く
な り ま す 。

２ ） 登 熟 期 の 高 温 に 強 い 稲 に な り 、 適 正 な 籾 数 の 確 保 や 、 乳 白 米 の
減 少 、 米 の 厚 み 向 上 に つ な が り ま す 。

（ ３ ） 水 管 理 作 業 上 の 効 果
１ ） 間 断 か ん が い や 入 水 が 行 い や す く な り ま す 。
２ ） 落 水 時 期 を 遅 く で き る の で 、 胴 割 米 を 防 ぐ こ と が で き ま す 。
３ ） 地 面 が 固 く な り 、 コ ン バ イ ン 作 業 が 円 滑 に な り ま す 。
４ ） ほ 場 が 乾 き や す い た め 、 水 稲 後 に 麦 を 播 く 場 合 、
適 期 に 作 業 が し や す く な り ま す 。

1 1

溝 切 り で 水 管 理 を ス ム ー ズ に



Ⅴ  大 豆 ・ 小 豆 ・ 露 地 野 菜 ・ 施 設 野 菜 ・ 果 樹 ・

茶 の Ｉ Ｐ Ｍ 実 践 指 標

そ の １  大 豆 ・ 小 豆

1 2

【 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 用 】

組 織 名

氏 名

畦 畔 除 草

主 要 害 虫 対 策
【 大 豆 】
ハ ス モ ン ヨ ト ウ
【 小 豆 】
ノ メ イ ガ 類

収 穫 ・ 乾 燥

そ の 他

実 施 し た 項 目 に
○ を つ け る

必
須
項
目

畦 畔 は 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 機 械 な ど に よ り 概 ね ４ 回 以 上 の 除 草 作 業 を 行 い 、 実 施 日
を 記 入 す る 。

１ 回 目 　 月 　 日 ， ２ 回 目 　 月 　 日 ， ３ 回 目 　 月 　 日 ， ４ 回 目 　 月 　 日

天 敵 に 影 響 の 少 な い 防 除 手 法 を 下 記 か ら １ つ 以 上 選 択 し 、 選 択 し た 手 法 の □ に レ を
記 入 す る

　 □  生 物 農 薬 （ Ｂ Ｔ 剤 、 核 多 角 体 ウ イ ル ス 剤 な ど ）
　 □  フ ェ ロ モ ン 剤
  □  有 機 農 産 物 の 日 本 農 林 規 格 別 表 ２ の 農 薬 （ 上 記 を 除 く ）
　 □  Ｉ Ｇ Ｒ 剤

滋 賀 県 　 大 豆 ・ 小 豆 Ｉ Ｐ Ｍ ( 総 合 的 病 害 虫 ･ 雑 草 管 理 ) 実 践 指 標 チ ェ ッ ク シ ー ト

○ 必 須 項 目 で あ る ほ 場 周 辺 の 除 草 と 主 要 害 虫 対 策 は 、 必 ず 実 践 す る 。

選
択
項
目

排 水 対 策 等
湿 害 回 避 お よ び 病 害 予 防 の た め 、 浅 耕 う ね 立 て 同 時 は 種 を 行 う 。

ほ 場 に 排 水 溝 を 設 置 し 、 排 水 を 良 く す る 。

種 子 の 準 備
種 子 更 新 を 行 う 。

塗 沫 処 理 ま た は 粉 衣 処 理 に よ る 種 子 消 毒 を 実 施 す る 。

栽 培 方 法 に 合 わ せ 、 は 種 時 期 と は 種 量 を 適 正 に す る 。

耕 種 的 防 除 対 策
雑 草 の 発 生 状 況 を 確 認 し 、 中 耕 培 土 を 適 期 に 行 う 。

総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 と は 、 利 用 可 能 な 防 除 技 術 を 経 済 性 も 含 め て 検 討 し 、 病 害 虫 や 雑 草 の 発 生 を 抑 制 す る た め の 手 段
を 総 合 的 に 講 じ る も の で 、 人 の 健 康 に 対 す る リ ス ク と 環 境 へ の 負 荷 を 軽 減 、 あ る い は 最 小 の 水 準 に と ど め る 技 術 の こ と で
す 。

ウ イ ル ス 病 や 茎 疫 病 等 対 策 の た め 、 発 病 株 の 抜 取 り を 徹 底 す る 。

病 害 虫 の 発 生 に 応 じ
た 防 除

病 害 虫 防 除 所 が 発 表 す る 病 害 虫 発 生 予 察 情 報 等 を 入 手 し 、 病 害 虫 の 発 生 状 況 、 発 生
予 測 に 関 す る 情 報 を 確 認 す る 。

ほ 場 内 を 見 回 り 、 病 害 虫 の 発 生 や 被 害 を 把 握 す る と と も に 、 気 象 予 報 を 考 慮 し て 防
除 の 要 否 を 判 断 し 、 適 期 防 除 に 努 め る 。

紫 斑 病 ( 大 豆 ) お よ び 腐 敗 粒 の 対 策 と し て 、 成 熟 後 速 や か に 収 穫 ・ 乾 燥 を 行 う 。

農 薬 の 使 用 全 般 薬 剤 散 布 の 際 は 、 飛 散 し に く い 剤 型 や 散 布 ノ ズ ル を 使 用 す る な ど 適 切 な 飛 散 防 止 措
置 を 講 じ る 。

薬 剤 の 選 択 に 際 し て は 、 同 一 系 統 薬 剤 の 連 続 使 用 を 避 け 、 異 な る 系 統 の 薬 剤 に よ る
ロ ー テ ー シ ョ ン 散 布 を 行 う 。

防 除 の 実 施 日 、 実 施 場 所 、 農 薬 の 名 称 、 使 用 量 、 希 釈 倍 率 、 散 布 面 積 、 散 布 方 法 を
記 録 す る 。

ほ 場 番 号

環 境 こ だ わ り 農 産 物 を 生 産 す る 。

○ の 数 の 合 計
( ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と )

Ｉ Ｐ Ｍ ( I n t e g r a t e d  P e s t  M a n a g e m e n t の 略 ) と は 、 「 総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 」 と 訳 さ れ て い ま す 。

　 ・ ほ 場 周 辺 除 草 は 、 実 施 日 を 必 ず 記 入 し て 下 さ い 。

○ 必 須 項 目 と 選 択 項 目 を 合 わ せ て ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と 。

管 理 項 目 管 　 理 　 ポ 　 イ 　 ン 　 ト



そ の ２ 露 地 野 菜

1 3

【 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 用 】

組 織 名

氏 名

ほ 場 周 辺 の 除 草

主 要 害 虫 対 策
選 択 し た 害 虫 に ○ を 付
け る
・ ヨ ト ウ ム シ 類
・ ア オ ム シ
・ コ ナ ガ
・ ハ ダ ニ 類
・ ア ザ ミ ウ マ 類

ほ 場 衛 生

そ の 他

滋 賀 県 　 露 地 野 菜 Ｉ Ｐ Ｍ ( 総 合 的 病 害 虫 ･ 雑 草 管 理 ) 実 践 指 標 チ ェ ッ ク シ ー ト

○ 必 須 項 目 で あ る ほ 場 周 辺 の 除 草 と 主 要 害 虫 対 策 は 、 必 ず 実 践 す る 。

　 ・ ほ 場 周 辺 除 草 は 、 実 施 日 を 必 ず 記 入 し て 下 さ い 。

○ 必 須 項 目 と 選 択 項 目 を 合 わ せ て ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と 。

ほ 場 番 号

管 理 項 目 管 　 理 　 ポ 　 イ 　 ン 　 ト
実 施 し た 項
目 に ○ を つ
け る

必
須
項
目

ほ 場 周 辺 は 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 機 械 な ど に よ り 概 ね ４ 回 以 上 の 除 草 作 業 を 行 い 、 実 施 日
を 記 入 す る 。

１ 回 目 　 月 　 日 ， ２ 回 目 　 月 　 日 ， ３ 回 目 　 月 　 日 ， ４ 回 目 　 月 　 日

天 敵 に 影 響 の 少 な い 防 除 手 法 を 下 記 か ら １ つ 以 上 選 択 し 、 選 択 し た 手 法 の □ に レ を 記 入
す る

　 □  生 物 農 薬 （ Ｂ Ｔ 剤 、 核 多 角 体 ウ イ ル ス 剤 な ど ）
　 □  フ ェ ロ モ ン 剤
  □  有 機 農 産 物 の 日 本 農 林 規 格 別 表 ２ の 農 薬 （ 上 記 を 除 く ）
　 □  Ｉ Ｇ Ｒ 剤

選
択
項
目

品 種 、 ほ 場 の 選 択 と 改
善

同 一 ほ 場 で の ア ブ ラ ナ 科 野 菜 の 連 作 は 避 け る 。

病 気 に 対 し て 抵 抗 性 が 高 い 品 種 を 選 択 す る 。

土 壌 診 断 を 受 け 、 適 切 な 施 肥 管 理 、 資 材 施 用 を 行 う 。

健 全 苗 の 育 成 消 毒 さ れ て い る 種 子 を 使 用 す る 。

セ ル 成 型 育 苗 等 で は 、 病 原 菌 や 雑 草 種 子 の 混 入 し て い な い 市 販 の 園 芸 培 土 等 を 用 い る 。

育 苗 で は 物 理 的 ・ 耕 種 的 防 除 法 を 活 用 し 、 病 害 虫 の 発 生 を 抑 制 す る 。

雑 草 の 管 理 本 ぽ の 雑 草 の 発 生 状 況 や 草 種 等 を 勘 案 し 、 除 草 剤 を 選 定 す る 。

定 植 後 に 灌 水 す る な ど 、 ス ム ー ズ に 苗 を 活 着 さ せ 、 外 葉 が 早 く 地 表 面 を 覆 う よ う に す
る 。

中 耕 や 培 土 を 適 切 に 行 う 。

作 付 け ほ 場 に は 、 病 気 が 発 生 し て い る ほ 場 の 土 を 持 ち 込 ま な い よ う 注 意 す る 。

病 害 虫 対 策 病 害 虫 の 被 害 株 は 早 め に 処 分 す る 。

病 害 虫 防 除 所 が 発 表 す る 発 生 予 察 情 報 を 確 認 し 、 適 期 防 除 等 に 活 用 す る 。

ほ 場 内 を 見 回 り 、 病 害 虫 の 発 生 や 被 害 を 把 握 す る と と も に 、 気 象 予 報 な ど を 考 慮 し て 防
除 の 要 否 を 判 断 す る 。

土 着 天 敵 類 が 十 分 に 活 動 で き る よ う 、 バ ン カ ー プ ラ ン ツ を 設 置 し 、 天 敵 に 影 響 の 少 な い
薬 剤 を 選 定 す る 。

初 期 害 虫 を 効 果 的 に 防 除 す る た め 、 育 苗 ～ 定 植 時 に 粒 剤 等 を 施 用 す る 。

Ｉ Ｐ Ｍ ( I n t e g r a t e d  P e s t  M a n a g e m e n t の 略 ) と は 、 「 総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 」 と 訳 さ れ て い ま す 。

総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 と は 、 利 用 可 能 な 防 除 技 術 を 経 済 性 も 含 め て 検 討 し 、 病 害 虫 や 雑 草 の 発 生 を 抑 制 す る た め の 手 段 を
総 合 的 に 講 じ る も の で 、 人 の 健 康 に 対 す る リ ス ク と 環 境 へ の 負 荷 を 軽 減 、 あ る い は 最 小 の 水 準 に と ど め る 技 術 の こ と で す 。

農 薬 の 使 用 全 般 農 薬 使 用 に 当 た っ て は 、 効 果 の 高 い 剤 を 選 択 し 、 飛 散 が 少 な く な る よ う に 天 候 や ほ 場 条
件 な ど を 勘 案 し な が ら 、 散 布 方 法 を 決 定 す る 。

薬 剤 の 選 択 に 際 し て は 、 同 一 系 統 薬 剤 の 連 続 使 用 を 避 け 、 異 な る 系 統 の 薬 剤 に よ る ロ ー
テ ー シ ョ ン 散 布 を 行 う 。

防 除 の 実 施 日 、 実 施 場 所 、 農 薬 の 名 称 、 使 用 量 、 希 釈 倍 率 、 散 布 面 積 、 散 布 方 法 を 記 録
す る 。

環 境 こ だ わ り 農 産 物 を 生 産 す る 。

○ の 数 の 合 計
( ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と )



そ の ３ 施 設 野 菜

1 4

【 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 用 】

組 織 名

氏 名

周 辺 除 草

主 要 害 虫 対 策
選 択 し た 害 虫 に ○ を
付 け る
・ ヨ ト ウ ム シ 類
・ コ ナ ガ
・ ハ ダ ニ 類
・ ア ザ ミ ウ マ 類
・ ハ モ グ リ バ エ 類
・ コ ナ ジ ラ ミ 類

雑 草 対 策 （ 施 設 内 ）

農 薬 の 使 用 全 般

そ の 他

滋 賀 県 　 施 設 野 菜 Ｉ Ｐ Ｍ ( 総 合 的 病 害 虫 ･ 雑 草 管 理 ) 実 践 指 標 チ ェ ッ ク シ ー ト

○ 必 須 項 目 で あ る ほ 場 周 辺 の 除 草 と 主 要 害 虫 対 策 は 、 必 ず 実 践 す る 。

　 ・ 周 辺 除 草 は 、 実 施 日 を 必 ず 記 入 し て 下 さ い 。

○ 必 須 項 目 と 選 択 項 目 を 合 わ せ て ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と 。

ほ 場 番 号

管 理 項 目 管 　 理 　 ポ 　 イ 　 ン 　 ト
実 施 し た 項
目 に ○ を つ
け る

必
須
項
目

施 設 周 辺 は 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 機 械 な ど に よ り 概 ね ４ 回 以 上 の 除 草 作 業 を 行 い 、 実
施 日 を 記 入 す る 。

１ 回 目 　 月 　 日 ， ２ 回 目 　 月 　 日 ， ３ 回 目 　 月 　 日 ， ４ 回 目 　 月 　 日

天 敵 に 影 響 の 少 な い 防 除 手 法 を 下 記 か ら １ つ 以 上 選 択 し 、 選 択 し た 手 法 の □ に レ を
記 入 す る

　 □  生 物 農 薬 （ 天 敵 、 Ｂ Ｔ 剤 、 核 多 角 体 ウ イ ル ス 剤 な ど ）
　 □  フ ェ ロ モ ン 剤
  □  有 機 農 産 物 の 日 本 農 林 規 格 別 表 ２ の 農 薬 （ 上 記 を 除 く ）
　 □  Ｉ Ｇ Ｒ 剤

選
択
項
目

病 害 虫 の 耕 種 的 防 除
お よ び 適 正 な 施 肥 管
理

前 作 終 了 後 、 残 さ や 病 害 株 の 持 ち 出 し 等 適 正 な 処 理 を 行 い 、 次 作 の 病 害 虫 の 発 生 を
抑 制 す る 。

前 作 終 了 後 、 太 陽 熱 消 毒 や ハ ウ ス 内 の 蒸 し 込 み を 行 い 、 次 作 の 病 害 虫 や 雑 草 の 発 生
を 抑 制 す る 。

土 壌 診 断 を 受 け 、 適 切 な 施 肥 管 理 、 資 材 施 用 を 行 う 。

播 種 ・ 育 苗 管 理 抵 抗 性 品 種 や 抵 抗 性 台 木 の 接 ぎ 木 を 利 用 す る 。

無 病 種 子 や ウ イ ル ス フ リ ー 苗 を 利 用 す る 。

種 子 の 乾 熱 消 毒 を 行 う 。

育 苗 培 土 は 、 病 原 菌 や 害 虫 、 雑 草 種 子 の 混 入 し て い な い 市 販 の 園 芸 培 土 や 熱 消 毒 し
た 土 を 用 い る 。

健 苗 育 成 に 努 め 、 病 害 虫 が 発 生 し た 苗 は 早 期 に 処 分 す る 。

病 害 虫 対 策 病 害 虫 防 除 所 が 発 表 す る 発 生 予 察 情 報 を 確 認 し 、 適 期 防 除 等 に 活 用 す る 。

ほ 場 内 を よ く 観 察 し 、 病 害 虫 の 発 生 や 被 害 を 把 握 す る と と も に 気 象 予 報 な ど を 考 慮
し て 防 除 の 要 否 を 判 断 す る 。

ト ラ ッ プ や 粘 着 板 等 を 用 い て 発 生 予 察 活 動 を 行 う 。

換 気 扇 や 循 環 扇 を 使 っ て 適 正 に 温 湿 度 を 管 理 し 、 病 害 を 防 ぐ 。

防 虫 ネ ッ ト や 紫 外 線 カ ッ ト フ ィ ル ム を 張 り 害 虫 の 侵 入 を 防 ぐ 。

粘 着 板 等 を 用 い て 害 虫 を 捕 殺 す る 。

電 撃 殺 虫 機 や 送 風 補 虫 機 を 用 い て 害 虫 を 捕 殺 す る 。

土 着 天 敵 の 温 存 、 放 飼 等 を 行 う 。

○ の 数 の 合 計
( ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と )

Ｉ Ｐ Ｍ ( I n t e g r a t e d  P e s t  M a n a g e m e n t の 略 ) と は 、 「 総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 」 と 訳 さ れ て い ま す 。

総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 と は 、 利 用 可 能 な 防 除 技 術 を 経 済 性 も 含 め て 検 討 し 、 病 害 虫 や 雑 草 の 発 生 を 抑 制 す る た め の
手 段 を 総 合 的 に 講 じ る も の で 、 人 の 健 康 に 対 す る リ ス ク と 環 境 へ の 負 荷 を 軽 減 、 あ る い は 最 小 の 水 準 に と ど め る 技 術
の こ と で す 。

黄 色 （ 緑 色 ） 防 蛾 灯 を 用 い 害 虫 の 活 動 を 抑 制 す る 。

対 抗 植 物 を 栽 培 す る 。

病 害 虫 の 被 害 株 は ほ 場 外 に 持 ち 出 し 早 め に 処 分 す る 。

手 取 り 除 草 を 行 う 。

防 除 の 実 施 日 、 実 施 場 所 、 農 薬 の 名 称 、 使 用 量 、 希 釈 倍 率 、 散 布 面 積 、 散 布 方 法 を
記 録 す る 。

環 境 こ だ わ り 農 産 物 を 生 産 す る 。



そ の ４ 果 樹
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【 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 用 】

組 織 名

氏 名

周 辺 除 草

主 要 害 虫 対 策
選 択 し た 害 虫 に ○ を 付
け る
・ シ ン ク イ ム シ 類
・ ハ マ キ ム シ 類
・ コ ス カ シ バ
・ ハ ダ ニ 類
・ カ イ ガ ラ ム シ 類

そ の 他

滋 賀 県 　 果 樹 Ｉ Ｐ Ｍ ( 総 合 的 病 害 虫 ･ 雑 草 管 理 ) 実 践 指 標 チ ェ ッ ク シ ー ト

○ 必 須 項 目 で あ る ほ 場 周 辺 の 除 草 と 主 要 害 虫 対 策 は 、 必 ず 実 践 す る 。

　 ・ 周 辺 除 草 は 、 実 施 日 を 必 ず 記 入 し て 下 さ い 。

○ 必 須 項 目 と 選 択 項 目 を 合 わ せ て ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と 。

ほ 場 番 号

管 理 項 目 管 　 理 　 ポ 　 イ 　 ン 　 ト
実 施 し た 項
目 に ○ を つ
け る

必
須
項
目

果 樹 園 周 辺 は 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 機 械 な ど に よ り 概 ね ４ 回 以 上 の 除 草 作 業 を 行 い 、 実
施 日 を 記 入 す る 。

１ 回 目 　 月 　 日 ， ２ 回 目 　 月 　 日 ， ３ 回 目 　 月 　 日 ， ４ 回 目 　 月 　 日

天 敵 に 影 響 の 少 な い 防 除 手 法 を 下 記 か ら １ つ 以 上 選 択 し 、 選 択 し た 手 法 の □ に レ を 記
入 す る

　 □  生 物 農 薬 （ 天 敵 、 Ｂ Ｔ 剤 、 核 多 角 体 ウ イ ル ス 剤 な ど ）
　 □  フ ェ ロ モ ン 剤
  □  有 機 農 産 物 の 日 本 農 林 規 格 別 表 ２ の 農 薬 （ 上 記 を 除 く ）
　 □  Ｉ Ｇ Ｒ 剤

選
択
項
目

ほ 場 及 び 周 辺 管 理 等 薬 が か か り や す い 樹 型 づ く り や 間 伐 を し 、 適 切 な 通 風 ・ 採 光 を 確 保 す る 。

防 風 林 、 防 風 垣 、 防 風 網 の 設 置 に よ り 、 病 気 を 抑 制 す る 。

土 壌 診 断 を 受 け 、 適 切 な 施 肥 管 理 、 資 材 施 用 を 行 う 。

無 病 苗 ・ 無 病 穂 木 の 導
入 等

無 病 苗 ・ 無 病 穂 木 等 を 導 入 す る 。

抵 抗 性 品 種 や 抵 抗 性 台 木 を 利 用 す る 。

病 害 虫 ・ 雑 草 対 策 病 害 虫 防 除 所 が 発 表 す る 発 生 予 察 情 報 等 を 確 認 し 、 適 期 防 除 等 に 活 用 す る 。

ほ 場 周 辺 に 農 薬 が 飛 散 し な い よ う 、 周 辺 へ 飛 散 し に く い 剤 型 （ 塗 布 剤 等 ） の 選 択 や 風
向 や 散 布 方 法 、 散 布 圧 力 に 注 意 す る 。

薬 剤 の 選 択 に 際 し て は 、 同 一 系 統 薬 剤 の 連 続 使 用 を 避 け 、 異 な る 系 統 の 薬 剤 に よ る
ロ ー テ ー シ ョ ン 散 布 を 行 う 。

ト ラ ッ プ 、 園 内 巡 回 等 で 病 害 虫 の 発 生 を 把 握 し 、 防 除 の 要 否 を 判 断 す る 。

雨 よ け 施 設 の 設 置 や 敷 き わ ら 、 敷 き 草 に よ り 病 気 の 発 生 を 抑 制 す る 。

防 虫 ネ ッ ト 、 紫 外 線 カ ッ ト フ ィ ル ム 、 光 反 射 シ ー ト に よ り 害 虫 の 侵 入 を 防 ぐ 。

害 虫 対 策 と し て 、 黄 色 蛍 光 灯 や 電 撃 殺 虫 機 を 設 置 す る 。

粘 着 版 や バ ン ド 誘 殺 お よ び 糖 蜜 誘 殺 等 に よ り 害 虫 を 捕 殺 す る 。

笠 か け 、 袋 か け を 行 い 病 害 虫 の 被 害 を 抑 え る 。

環 境 こ だ わ り 農 産 物 を 生 産 す る 。

○ の 数 の 合 計
( ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と )

Ｉ Ｐ Ｍ ( I n t e g r a t e d  P e s t  M a n a g e m e n t の 略 ) と は 、 「 総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 」 と 訳 さ れ て い ま す 。

総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 と は 、 利 用 可 能 な 防 除 技 術 を 経 済 性 も 含 め て 検 討 し 、 病 害 虫 や 雑 草 の 発 生 を 抑 制 す る た め の 手 段 を
総 合 的 に 講 じ る も の で 、 人 の 健 康 に 対 す る リ ス ク と 環 境 へ の 負 荷 を 軽 減 、 あ る い は 最 小 の 水 準 に と ど め る 技 術 の こ と で す 。

忌 避 作 物 を 作 付 け す る 。

ほ 場 内 の 雑 草 は 草 生 栽 培 や 機 械 除 草 な ど で 管 理 を す る 。

農 薬 の 使 用 全 般 防 除 の 実 施 日 、 実 施 場 所 、 農 薬 の 名 称 、 使 用 量 、 希 釈 倍 率 、 散 布 面 積 、 散 布 方 法 を 記
録 す る 。

対 象 と す る 病 害 虫 ・ 雑 草 に 効 果 の あ る 複 数 の 農 薬 が あ る 場 合 に は 、 低 毒 性 （ 人 畜 毒
性 ・ 魚 毒 性 ） の 薬 剤 を 選 択 す る 。



そ の ５ 茶
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【 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 用 】

組 織 名

氏 名

周 辺 除 草

主 要 害 虫 対 策

ハ マ キ ム シ 類

そ の 他

滋 賀 県 　 茶 Ｉ Ｐ Ｍ ( 総 合 的 病 害 虫 ･ 雑 草 管 理 ) 実 践 指 標 チ ェ ッ ク シ ー ト

○ 必 須 項 目 で あ る ほ 場 周 辺 の 除 草 と 主 要 害 虫 対 策 は 、 必 ず 実 践 す る 。

　 ・ 周 辺 除 草 は 、 実 施 日 を 必 ず 記 入 し て 下 さ い 。

○ 必 須 項 目 と 選 択 項 目 を 合 わ せ て ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と 。

ほ 場 番 号

管 理 項 目 管 　 理 　 ポ 　 イ 　 ン 　 ト
実 施 し た 項
目 に ○ を つ
け る

必
須
項
目

茶 園 周 辺 は 除 草 剤 を 使 用 せ ず 、 機 械 な ど に よ り 概 ね ４ 回 以 上 の 除 草 作 業 を 行 い 、 実 施 日
を 記 入 す る 。

１ 回 目 　 月 　 日 ， ２ 回 目 　 月 　 日 ， ３ 回 目 　 月 　 日 ， ４ 回 目 　 月 　 日

天 敵 に 影 響 の 少 な い 防 除 手 法 を 下 記 か ら １ つ 以 上 選 択 し 、 選 択 し た 手 法 の □ に レ を 記 入
す る

　 □  生 物 農 薬 （ 天 敵 、 Ｂ Ｔ 剤 、 核 多 角 体 ウ イ ル ス 剤 な ど ）
　 □  フ ェ ロ モ ン 剤
  □  有 機 農 産 物 の 日 本 農 林 規 格 別 表 ２ の 農 薬 （ 上 記 を 除 く ）
　 □  Ｉ Ｇ Ｒ 剤

選
択
項
目

病 害 虫 の 発 生 し に
く い 環 境 の 整 備

害 虫 の 増 殖 ・ 飛 来 源 と な る ほ 場 周 辺 の 雑 草 や 樹 木 、 産 卵 源 と な る ほ 場 周 辺 の 樹 木 の 枯 枝
な ど を 除 去 す る 。

茶 園 が 陰 湿 に な ら な い よ う 、 可 能 な 限 り 周 辺 の 林 木 を 伐 採 し た り 枝 管 理 を 行 う な ど 周 辺
の 環 境 整 備 を 行 う 。

各 種 資 材 や 敷 き 草 等 で マ ル チ ン グ す る な ど 雑 草 抑 制 対 策 を 講 じ る 。

特 定 の 病 害 の 常 発 地 帯 や 裂 傷 型 凍 害 の 常 発 地 帯 で は 、 改 植 ・ 新 植 す る 場 合 に 抵 抗 性 の 強
い 品 種 を 導 入 す る 。

病 害 虫 ・ 雑 草 対 策 病 害 虫 防 除 所 が 発 表 す る 発 生 予 察 情 報 を 確 認 し 、 適 期 防 除 等 に 活 用 す る 。

定 期 的 に 園 内 を 見 回 り 、 病 害 虫 の 発 生 状 況 を 確 認 し 、 適 切 な 防 除 を 実 施 す る 。

降 雨 等 の 気 象 情 報 を 把 握 し 、 適 切 な 防 除 を 実 施 す る 。

ｸ ﾜ ｼ ﾛ ｶ ｲ ｶ ﾞ ﾗ ﾑ ｼ 等 の 多 発 茶 園 は 、 一 番 茶 摘 採 後 に 中 切 り 更 新 し 寄 生 部 を 除 去 し 樹 勢 回 復 を
図 る 。

強 風 に よ る 病 害 発 生 を 軽 減 す る た め 、 茶 園 周 囲 に 防 風 ネ ッ ト を 設 置 す る 。

マ ル チ （ 定 植 時 ） や う ね 間 の 機 械 除 草 等 、 除 草 剤 を 使 用 し な い 雑 草 管 理 対 策 を 実 施 す
る 。

園 内 に 発 生 し て い る 雑 草 の 草 種 と 発 生 量 を 確 認 し 、 適 切 な 防 除 を 実 施 す る 。

農 薬 の 使 用 全 般 化 学 農 薬 に 対 す る 感 受 性 の 低 下 を 抑 制 す る た め 、 同 一 系 統 の 農 薬 を 連 用 し な い 。

最 少 の 使 用 量 で 十 分 な 薬 効 が 得 ら れ る よ う 、 最 適 な 散 布 方 法 ・ 使 用 量 を 決 定 す る と と も
に 、 散 布 ム ラ が な い よ う 適 正 な 農 薬 散 布 を 行 う 。

農 薬 散 布 は 無 風 ～ 弱 風 時 に 行 う な ど 、 農 薬 の ド リ フ ト （ 飛 散 ） 防 止 対 策 を 徹 底 し 、 他 の
作 物 な ど に 飛 散 し な い よ う に す る 。

農 薬 使 用 の 際 、 薬 剤 が 残 ら な い よ う に 調 整 す る 。

散 布 器 具 、 タ ン ク 等 の 洗 浄 を 十 分 行 い 、 残 液 や タ ン ク の 洗 浄 水 は 適 切 に 処 理 し 、 河 川 等
に 流 入 し な い よ う に す る 。

総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 と は 、 利 用 可 能 な 防 除 技 術 を 経 済 性 も 含 め て 検 討 し 、 病 害 虫 や 雑 草 の 発 生 を 抑 制 す る た め の 手
段 を 総 合 的 に 講 じ る も の で 、 人 の 健 康 に 対 す る リ ス ク と 環 境 へ の 負 荷 を 軽 減 、 あ る い は 最 小 の 水 準 に と ど め る 技 術 の こ
と で す 。

防 除 の 実 施 日 、 実 施 場 所 、 農 薬 の 名 称 、 使 用 量 、 希 釈 倍 率 、 散 布 面 積 、 散 布 方 法 を 記 録
す る 。

県 や 農 業 協 同 組 合 が 開 催 す る 栽 培 研 修 会 等 に 参 加 し 、 情 報 収 集 に 努 め る 。

環 境 こ だ わ り 農 産 物 を 生 産 す る 。

○ の 数 の 合 計
( ８ 項 目 以 上 実 践 す る こ と )

Ｉ Ｐ Ｍ ( I n t e g r a t e d  P e s t  M a n a g e m e n t の 略 ) と は 、 「 総 合 的 病 害 虫 ・ 雑 草 管 理 」 と 訳 さ れ て い ま す 。



・ ・ ・
・ ・ ・
・ ・ ・

行 政 機 関農 業 者 グ ル ー プ 等

（ 変 更 ） 計 画 提 出
交 付 申 請

取 組 の 実 施

実 施 状 況 報 告

取
組
の
実
施
確
認

１

２

３

交 付 金 の 受 取

化 学 肥 料 ・ 農 薬 の 使 用 記 録 や 、 種 子 、 資 材 等
の 購 入 伝 票 等 を 保 管 し て お い て 下 さ い 。

Ⅵ 2 0 1 9 年 度 の 申 請 手 続 き
（ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 認 証 制 度 を 含 む ）

2 0 2 0 年

３ 月

４ 月

確 認 終 了 後

申
請
期
間

注 ） ※ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 に か か る 生 産 計 画 の 認 定 お よ び 農 産 物 の 認 証 は 県 が 行 い ま す

！

申 請 に 必 要 な 書 類 の 様 式 は 滋 賀 県 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し ま す 。

注 １  詳 細 な 提 出 書 類 に つ い て は 、 事 前 に 各 市 町 の 担 当 窓 口 へ ご 確 認 く だ さ い 。
注 ２  環 境 こ だ わ り 農 産 物 認 証 制 度 に 関 す る お 問 い 合 わ せ は 、 最 寄 り の 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課

ま で ご 連 絡 く だ さ い 。

実 績 報 告
４

計 画 認 定 ※

交 付 決 定

年 間 営 農 活 動
実 績 報 告

・ ・ ・
・ ・ ・
・ ・ ・

市 町 へ

・ 事 業 計 画 （ 多 面 的 機 能 支 払  お よ び
中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 と 共 通 の 様 式 ）

・ 営 農 活 動 計 画 書
・ 交 付 申 請 書
・ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 生 産 計 画 認 定
申 請 書 ※ な ど

・ 実 施 状 況 報 告 書
・ 取 組 ご と の 生 産 記 録
・ G A P 理 解 度 ・ 実 施 内 容 確 認 書
・ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 認 証 申 請 書 ※

な ど
市 町 へ

・ ・ ・
・ ・ ・
・ ・ ・

市 町 へ ・ 実 績 報 告 書
・ 交 付 金 支 出 内 容

・ ・ ・
・ ・ ・
・ ・ ・

市 町 へ ・ 営 農 活 動 実 績 報 告 書

認 証 通 知 ※

確 認 結 果 通 知

交 付 金 交 付

５

・ 収 穫 開 始 予 定 の １ ５ 日 前 （ 水 稲 は
２ ５ 日 前 ） ま で に ご 提 出 く だ さ い
・ 収 穫 後 に ｶ ﾊ ﾞｰ ｸ ﾛ ｯ ﾌ な゚ ど に 取 り 組 む
場 合 は 別 途 、 記 録 を ご 提 出 く だ さ い

実
績
確
認
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・ 取 組 を 行 う ほ 場 が あ る 市 町 に 書 類 を
ご 提 出 く だ さ い
・ 提 出 期 限 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い

！

内
容
確
認

2 0 1 9 年

６ 月 末

（ 2 0 2 0 年 １ 月 末 ま で ）

滋 賀 県 農 政 水 産 部 食 の ブ ラ ン ド 推 進 課
〈 環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 （ 環 境 こ だ わ り 農 産 物 の 栽 培 に 対 す る 支 援 ） の ペ ー ジ 〉

環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 交 付 金 検 索



お 問 い 合 わ せ 窓 口

滋 賀 県 農 政 水 産 部 食 の ブ ラ ン ド 推 進 課  T E L ： 0 7 7 - 5 2 8 - 3 8 9 5 F A X ： 0 7 7 - 5 2 8 - 4 8 8 1

大 津 ･ 南 部 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課  T E L ： 0 7 7 - 5 6 7 - 5 4 1 2 F A X ： 0 7 7 - 5 6 2 - 8 1 4 4

甲 賀 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課  T E L ： 0 7 4 8 - 6 3 - 6 1 2 6 F A X ： 0 7 4 8 - 6 3 - 2 9 8 3

東 近 江 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課  T E L ： 0 7 4 8 - 2 2 - 7 7 1 5 F A X ： 0 7 4 8 - 2 2 - 1 2 3 4

湖 東 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課  T E L ： 0 7 4 9 - 2 7 - 2 2 1 3 F A X ： 0 7 4 9 - 2 3 - 0 8 2 1

湖 北 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課  T E L ： 0 7 4 9 - 6 5 - 6 6 1 3 F A X ： 0 7 4 9 - 6 5 - 5 8 6 7

高 島 農 業 農 村 振 興 事 務 所 農 産 普 及 課  T E L ： 0 7 4 0 - 2 2 - 6 0 2 6 F A X ： 0 7 4 0 - 2 2 - 3 0 9 9

大 津 市 産 業 観 光 部 農 林 水 産 課 T E L ： 0 7 7 - 5 2 8 - 2 7 5 7 F A X ： 0 7 7 - 5 2 3 - 4 0 5 3

草 津 市 環 境 経 済 部 農 林 水 産 課 T E L ： 0 7 7 - 5 6 1 - 2 3 4 7 F A X ： 0 7 7 - 5 6 1 - 2 4 8 6

守 山 市 都 市 経 済 部 都 市 活 性 化 局 農 政 課  T E L ： 0 7 7 - 5 8 2 - 1 1 3 0 F A X ： 0 7 7 - 5 8 2 - 1 1 6 6

栗 東 市 環 境 経 済 部 農 林 課 T E L ： 0 7 7 - 5 5 1 - 0 1 2 4 F A X ： 0 7 7 - 5 5 1 - 0 1 4 8

野 洲 市 環 境 経 済 部 農 林 水 産 課 T E L ： 0 7 7 - 5 8 7 - 6 0 0 4 F A X ： 0 7 7 - 5 8 7 - 3 8 3 4

甲 賀 市 産 業 経 済 部 農 業 振 興 課 T E L ： 0 7 4 8 - 6 9 - 2 1 9 3 F A X ： 0 7 4 8 - 6 3 - 4 5 9 2

湖 南 市 建 設 経 済 部 農 林 保 全 課 T E L ： 0 7 4 8 - 7 1 - 2 3 3 0 F A X ： 0 7 4 8 - 7 2 - 7 9 6 4

近 江 八 幡 市 産 業 経 済 部 農 業 振 興 課 T E L ： 0 7 4 8 - 3 6 - 5 5 7 6 F A X ： 0 7 4 8 - 3 2 - 5 3 2 0

東 近 江 市 農 林 水 産 部 農 業 水 産 課 T E L ： 0 7 4 8 - 2 4 - 5 5 6 1 F A X ： 0 7 4 8 - 2 3 - 8 2 9 1

日 野 町 農 林 課 T E L ： 0 7 4 8 - 5 2 - 6 5 6 3 F A X ： 0 7 4 8 - 5 2 - 2 0 4 3

竜 王 町 農 業 振 興 課 T E L ： 0 7 4 8 - 5 8 - 3 7 0 6 F A X ： 0 7 4 8 - 5 8 - 3 7 3 0

彦 根 市 産 業 部 農 林 水 産 課 T E L ： 0 7 4 9 - 3 0 - 6 1 1 8 F A X ： 0 7 4 9 - 2 4 - 9 6 7 6

愛 荘 町 農 林 商 工 課 T E L ： 0 7 4 9 - 3 7 - 8 0 5 1 F A X ： 0 7 4 9 - 3 7 - 4 4 4 4

豊 郷 町 産 業 振 興 課 T E L ： 0 7 4 9 - 3 5 - 8 1 1 4 F A X ： 0 7 4 9 - 3 5 - 5 2 7 0

甲 良 町 産 業 課 T E L ： 0 7 4 9 - 3 8 - 5 0 6 9 F A X ： 0 7 4 9 - 3 8 - 5 1 2 2

多 賀 町 産 業 環 境 課 T E L ： 0 7 4 9 - 4 8 - 8 1 1 7 F A X ： 0 7 4 9 - 4 8 - 0 5 9 4

長 浜 市 産 業 観 光 部 農 政 課 T E L ： 0 7 4 9 - 6 5 - 6 5 2 2 F A X ： 0 7 4 9 - 6 5 - 1 6 0 2

米 原 市 経 済 環 境 部 農 政 課 T E L ： 0 7 4 9 - 5 8 - 2 2 2 8 F A X ： 0 7 4 9 - 5 8 - 1 7 1 9

高 島 市 農 林 水 産 部 農 業 政 策 課 T E L ： 0 7 4 0 - 2 5 - 8 5 1 1 F A X ： 0 7 4 0 - 2 5 - 8 5 1 9

※ す べ て 食 の ブ ラ ン ド 推 進 課 調 べ （ 2 0 1 9 年 １ 月 現 在 ） の 連 絡 先 で す
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